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市
役
所
整
備
に
つ
い
て
、
子
育
て

世
代
に
も
共
に
考
え
て
ほ
し
い
と
い

う
思
い
を
こ
め
、「
災
害
か
ら
命
を

守
る
」「
次
世
代
に
つ
け
を
残
さ
な

い
」
と
い
う
２
つ
の
重
要
な
視
点
か

ら
質
問
し
ま
し
た
。 

 

    

魅力ある学校を目指して〜岡崎市の校内フリースクール
を視察 

 

み
ん
な
の
た
め
の 

市
役
所
整
備  

    

12

月
議
会 

一
般
質
問 

 

市議  
保坂 れい子 
（←HP) 

現
庁
舎
で
は
災
害
対
応
に
限
界
が 

震
度
６
以
上
の
地
震
が
発
生
し
た

場
合
、
今
の
市
役
所
は
耐
震
強
度
不

足
の
た
め
立
ち
入
り
禁
止
と
な
り
、

速
や
か
に
初
動
体
制
が
組
め
ず
、
被

災
し
た
市
民
の
対
応
が
遅
れ
ま
す
。

さ
ら
に
津
波
に
見
舞
わ
れ
た
場
合

は
、
１
４
０
も
あ
る
災
害
対
策
業
務

が
機
能
し
な
い
可
能
性
が
高
く
な
り

ま
す
。
ま
た
、
外
部
か
ら
の
応
援
を

受
け
る
災
害
復
旧
拠
点
と
し
て
の
広

さ
も
不
十
分
で
す
。 

現
在
地
の
整
備
で
防
災
力
向
上
も 

市
役
所
を
深
沢
で
新
た
に
整
備
す

れ
ば
、
建
物
自
体
の
耐
震
性
と
全
市

庁
舎
を 

 

 
 

 

的
災
害
復
旧
拠
点
と
し
て
の
機
能
の

確
保
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
同
時
に

市
役
所
現
在
地
に
つ
い
て
も
防
災
機

能
の
強
化
が
重
要
で
す
。
整
備
す
る

複
合
施
設
に
大
型
の
備
蓄
倉
庫
を
確

保
し
避
難
ビ
ル
の
役
割
を
持
た
せ
る

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。 

次
世
代
を
考
え
た
ま
ち
づ
く
り 

公
共
施
設
の
多
く
は
老
朽
化
し
、

そ
の
ま
ま
に
し
て
お
け
ば
、
次
世
代

に
財
政
面
で
大
き
な
負
担
を
残
す
こ

と
に
な
り
ま
す
。
市
庁
舎
に
つ
い
て

も
、
環
境
に
配
慮
し
た
持
続
可
能
な

視
点
を
持
ち
、
百
年
使
え
る
も
の
を

作
る
よ
う
に
求
め
ま
し
た
。 

 

ミュニシパリズムは、まだ聞きなれない言葉です。Municipality（地方

自治体）から来ていますが、中央政府から地方政府（自治体）への権限・

財源の移譲という文脈ではなく、「住民の主体的参加に基づく自治的民主

主義」ともいうべきものです。   

1980 年以降、小さな政府・民営化・規制緩和を掲げる新自由主義が世

界中で勢いを増し、自己責任の名のもとに格差の拡大を招きました。欧州

でも水道・エネルギー・医療・交通・教育など様々な公共サービスの民営

化・市場化が広がりました。しかし、その弊害（例えばパリ市の水道は民

営化で 265％に値上げ）に異議を唱える市民の声が高まり、2010 年頃か

ら再公営化が進んでいます。そのような「コモン」（共有財）の再公営化

を求める市民運動の中から地域政党が結成され、2015 年に女性市長が誕

生したのがバルセロナ市です。同様の動きはグルノーブル市、ナポリ市な

ど欧州各地で生じ、都市間の連携も始まって、ミュニシパリズムと呼ばれ

るようになりました。 

公共政策研究者から 2022年に杉並区長になった 

岸本聡子さんは、ミュニシパリズムを「市民の生活 

を切り崩してきた新自由主義を連帯と社会正義で克 

服しようという市民の挑戦」であって、主体は役所や首長ではなく市民だ

と述べています。日本では、大阪維新の会、減税日本（名古屋市）、都民

ファーストの会のように首長が結成した首長政党も地域政党に分類され

ますが、ミュニシパリズムとは全く無縁のものです。 

神奈川ネットワーク運動は、1984 年に発足した地域政党で、「市民社

会を強くする」を掲げて公共の再構築と市民参加、市民事業等の後押

しに取り組んできました。その歩みは、新しい潮流・ミュニシパリズ

ムと相通ずるものです。 

 

 

 

自治を拓くミュニシパリズムに注目 〈シリーズ〉 
NET を紐解く③
➁ 

不登校の子どもは全国的に増加してお

り、鎌倉市では 2022年度は小学校で 142

人、中学校で 217人が不登校でした。市は

2025 年度に中学校分校型の「学びの多様

化学校（国が不登校特例校から改称・定員

3 学年で 30 人程度）」を新設し、加えて

2024年度から 3年間で小・中学校全 25校

に校内フリースペースを設置して、不登校

気味の児童生徒の居場所とする計画です。 

岡崎市は、2020年から全 20校の中学校

に「校内フリースクール F 組」の設置を

進めています。 

昨年 11月、その 

うちの 1校の福 

岡中学校を視察 

しました。 

市議  

井上 みかこ 

制
限
、
孤
立
な
ど
の
困
難
を
抱
え
て 

て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
ケ
ア
ラ
ー
が

抱
え
る
困
難
に
社
会
が
目
を
向
け
、

支
援
す
る
こ
と
の
必
要
性
か
ら
、
鎌

倉
市
は
ケ
ア
ラ
ー
支
援
条
例
の
今
年

度
内
の
策
定
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

   

ケ
ア
ラ
ー
支
援
を
推
進
す
る
主
管

部
署
は
福
祉
総
務
課
に
な
る
そ
う
で

す
。
市
民
が
身
近
な
ケ
ア
ラ
ー
の
存

在
に
気
づ
い
た
時
に
つ
な
げ
る
先
を

明
確
に
す
る
べ
き
だ
と
の
指
摘
に
対

し
て
は
、
ケ
ア
ラ
ー
に
か
か
る
相
談

の
専
門
窓
口
の
設
置
を
庁
内
で
調
整

す
る
と
の
回
答
を
得
ま
し
た
。 

ケ
ア
ラ
ー
支
援
は
、
よ
い
ケ
ア
を

継
続
し
て
も
ら
う
た
め
で
は
な
く
、

そ
の
人
ら
し
い
人
生
を
支
え
、
そ
の

権
利
を
保
障
す
る
支
援
で
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
ケ
ア
ラ
ー
支
援
の
必

要
性
が
叫
ば
れ
る
の
は
、
介
護
や
ケ

ア
の
社
会
化
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と

の
表
わ
れ
で
も
あ
り
ま
す
。
社
会
が

担
う
べ
き
ケ
ア
や
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
の
弱
体
化
に
は
危
機
感
を
持
っ
て

臨
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

     

ケ
ア
ラ
ー
支
援
を 

ど
う
構
築
す
る
か 

 

運動やものづくりなど得意なことを伸ば 

す活動を行います。また週に１回、スクー

ルカウンセリングを受けることも特徴で

す。独自の成績評価により、ほとんどの生

徒が進学できているそうです。 

 

 

ま
た
、
子
ど
も
と
一
緒
に
気
軽
に

過
ご
せ
る
居
場
所
や
子
育
て
や
困
り

ご
と
の
相
談
ス
ペ
ー
ス
、
誰
も
が
利

用
で
き
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

な
ど
の
充
実
も
求
め
ま
し
た
。 

           

心
や
体
に
不
調
が
あ
り
、
ケ
ア
が

必
要
な
家
族
や
身
近
な
人
を
無
償
で

ケ
ア
す
る
人
た
ち
は
、
多
く
の
場
合

ス
ト
レ
ス
や
過
労
、
教
育
や
就
業
の 

          

岡崎市の「F 組」 

F 組のF は「Fit, Free, Fun, Future」の

頭文字です。生徒は専用入り口から F 組

に入りますが、登下校時間や 1日の予定

は体調に合わせて自ら決定します。リラ

ックスできるように工夫されたスペース

には支援員が常駐しており、経験豊富な

教職員を担任として配置しています。午

前中は、各自のペースでの主体学習や各

教科の先生が来室しての出前授業、教科

や時間を選択して交流クラスで授業を受

けるチャレンジ授業を行い、午後からは 

 

鎌倉市での展開は？ 

F 組の実践は、チャレンジ授業をはじめ

1 人 1 人の主体性を尊重しつつ多様な学

びを保障する視点で工夫を凝らしたもの

でした。鎌倉市も校内フリースペースの設

置にあたっては、経験のある人材の配置が

重要です。子どもにとってよりよいものを

目指すことを求めます。（井上 みかこ） 

 

 

F 組が学校のトップランナーに 

F 組は、▼子どもを学校に適応させるの

ではなく、学校が子どもに適応すること 

▼多様性を受け入れ、通常学級と同じ一つ

の学級として扱うこと ▼教室復帰ではな

く社会的な自立を目指すことなどを理念

としています。長期欠席者の減少のカギ

は、F 組の理念を全学級に浸透させ、F 組

が全ての子にとって学校が楽しく安心で

きる場所であるためのロールモデルにな

ることで学校の改革を図ることです。   

実際に長期欠席の生徒は減っており、

「F 組に救われている子どもたちがいる」

という担任の先生の言葉が印象的でした。 

 

 

(福岡中学校 F 組) 

10

月
に
パ
ブ
コ
メ
に
付
さ
れ
た

条
例
素
案
で
気
に
な
っ
た
の
は
、
既

存
の
支
援
策
を
紐
づ
け
た
り
新
た
な

施
策
を
推
進
す
る
「
計
画
」
に
つ
い

て
の
記
載
が
な
い
こ
と
で
し
た
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
、
条
例
に
基
づ
く
計

画
は
作
ら
な
い
が
、
支
援
施
策
は
地

域
福
祉
計
画
に
追
加
で
位
置
づ
け
、

総
合
的
・
計
画
的
に
実
施
し
、
取
組

み
同
士
の
関
係
も
把
握
し
や
す
く
す

る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。 

 
 支

援
の
た
め
の
計
画
や
体
制
は
？ 

 


